
定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

　当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、サブプライムローン問題に端を発した世界的な金融市場の混乱、

原油・原材料価格の高騰による消費物資の価格の上昇等により、消費意識は冷え込み、小売業界の経営環境としては

依然と厳しい状況が続いております。

　このような状況下において、当社の属するリユース業界では、消費者の環境問題に対する意識が高まり、市場規模

は着実に拡大しております。当社においては、中古カー用品等の買取・販売事業「アップガレージ」を主軸とした直

営事業及びフランチャイズ事業の活性化に取り組んでおります。直営事業では、前期、店舗の収益力強化のため凍結

しておりました新規出店を再開し、更なる事業の拡大に取り組んでおります。

　フランチャイズ事業では、安定した収益の確保、競合他社の追随を許さない強固なアップガレージブランドを確立

する為、直営事業で培ったノウハウを基に、店舗運営やスタッフ教育等の指導を行なっております。新規開発として

は、未だ開発が遅れている空白県８県への新規出店、また、既存で出店がある県においても出店可能エリアは多数存

在するため、新規フランチャイジーとの契約若しくは既存フランチャイジーの追加出店等を促しております。

　当第２四半期累計期間の店舗数の増減は、「アップガレージ」でフランチャイズ店２店舗の出店と１店舗の閉店、

「アップガレージ　ライダース」でフランチャイズ店１店舗の出店と３店舗の閉店及び「アップガレージホイールズ」

１店舗の出店がありました。よって、当第２四半期累計期間末の店舗数は、「アップガレージ」64店舗（内フランチャ

イズ店49店舗）、「アップガレージ　ライダース」11店舗（同10店舗）及び「アップガレージ　ホイールズ」5店（同

店2店舗）を全国展開し、直営店及びフランチャイズ店の合計店舗数は80店舗となっております。

当第２四半期累計期間末における当社の出店、閉店の状況は以下のとおりです。

 出店 閉店
第２四半期累計期間末店舗数

 

 直営店 
フランチャイズ

店 
直営店 

フランチャイズ

店 
直営店 

フランチャイズ

店  
合計

 アップガレージ － ２店 － １店 15店 49店 64店

 アップガレージ

ライダース
－ １店 － ３店 １店 10店 11店

 アップガレージ

ホイールズ
１店 － － － ３店 ２店 ５店

合計 １店 ３店 － ４店 19店 61店 80店

　以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、小売業界の経営環境が厳しいなか当社売上高は順調に推移し、

2,262,611千円を計上いたしました。利益面につきましては、当第２四半期に直営店の新規出店に伴う出店費用並びに

第３四半期以降の出店費用の一部を計上したことが影響し、営業利益は42,747千円、経常利益は42,305千円となりま

した。また、特別損失として固定資産除却損3,611千円を計上し、四半期純利益は16,594千円となりました。

　　　事業別概況は以下のとおりです。

（直営事業）

　当第２四半期累計期間の直営事業においては、既存店舗の収益力、販売力の強化に注力し安定的な収益を確保する

ことができました。また、直営事業の売上高は、前事業年度において凍結しておりました新規出店を再開したことが

寄与し、前事業年度に引き続き順調な推移を見せ1,987,605千円（前年同期比4.3%増）となりました。

 

（フランチャイズ事業）

　フランチャイズ事業では、既存フランチャイズ店の販売が好調だったのが寄与し、ロイヤリティー収入121,123千円

（前年同期比3.9％増）、ロイヤリティー以外の収入においても、新規加盟契約件数が順調に推移し、店舗設計什器販

売収入等の増加により153,882千円（前年同期比2.0%増）となりました。このため、フランチャイズ事業の売上高は、

275,006千円（前年同期比2.8%増）となりました。

 



２．財政状態に関する定性的情報

　当第２四半期における総資産は、1,722,841千円となり、前事業年度末に比べ25,953千円の増加となりました。

その主な要因は、投資その他の資産において、新規出店等に伴う敷金及び保証金の増加28,912千円の増加があったこ

とによるものです。純資産は、平成20年３月31日を基準日とする配当の支払により、利益剰余金の取り崩し16,990千

円がありましたが、四半期純利益16,594千円を計上したことにより776,626千円となり、自己資本比率は45.1％となり

ました。

 

３．業績予想に関する定性的情報

　今後のわが国の経済は、サブプライムローン問題に端を発した世界的な金融市場の混乱、原油・原材料価格の高騰

による消費物資の価格の上昇等により、景気の先行きに対する不透明感が一層増しておりますが、当社の当第２四半

期の業績は概ね計画通りに推移いたしました。出店計画においても、直営事業では、既に当会計期間に１店舗を出店、

第３四半期以降においても２店舗の出店を見込んでおります。また、フランチャイズ事業においても、未開発エリア

へのフランチャイズ店の出店並びに既開発エリア内への既存フランチャイジーの追加出店が予定され、出店計画は順

調に進んでおります。よって、第２四半期の業績の推移、出店計画が順調なことから、現時点におきましては、前回

公表（平成20年５月14日付け決算短信）の業績予想に変更はありません。

　

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

 

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

１．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等

規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。

２．棚卸資産の評価基準の変更

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を当事業年度より適用し、

評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。な

お、当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。



５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 369,780 470,183 

売掛金 212,099 208,922 

商品 621,078 518,933 

貯蔵品 1,977 609 

前払費用 54,944 40,910 

繰延税金資産 14,334 23,741 

未収入金 5,067 5,721 

預け金 3,572 3,728 

その他 2,526 1,862 

貸倒引当金 △6,593 △7,321 

流動資産合計 1,278,788 1,267,291 

固定資産   

有形固定資産   

建物 214,212 206,019 

減価償却累計額 △110,269 △104,367 

建物（純額） 103,942 101,651 

構築物 62,311 62,263 

減価償却累計額 △44,456 △44,199 

構築物（純額） 17,855 18,064 

機械及び装置 48,238 46,462 

減価償却累計額 △26,463 △25,453 

機械及び装置（純額） 21,774 21,008 

車両運搬具 5,178 5,625 

減価償却累計額 △4,923 △5,323 

車両運搬具（純額） 254 301 

工具、器具及び備品 243,389 240,232 

減価償却累計額 △193,087 △184,603 

工具、器具及び備品（純額） 50,301 55,629 

有形固定資産合計 194,129 196,655 

無形固定資産   

商標権 1,452 1,617 

ソフトウエア 55,070 68,922 

電話加入権 2,531 2,531 

ソフトウエア仮勘定 1,200 － 

無形固定資産合計 60,254 73,070 

投資その他の資産   

出資金 10 10 

破産更生債権等 21,421 21,421 

長期前払費用 611 － 

繰延税金資産 9,731 9,455 

敷金及び保証金 177,717 148,805 

貸倒引当金 △19,823 △19,823 

投資その他の資産合計 189,668 159,869 

固定資産合計 444,052 429,596 

資産合計 1,722,841 1,696,888 



（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 84,097 90,033 

短期借入金 100,000 100,000 

1年内返済予定の長期借入金 197,380 229,184 

1年内償還予定の社債 － 7,000 

未払金 60,138 52,121 

未払費用 22,901 22,499 

未払法人税等 14,617 34,061 

未払消費税等 5,345 26,646 

未払配当金 448 － 

預り金 3,945 3,421 

賞与引当金 13,511 17,851 

その他 8,876 5,603 

流動負債合計 511,260 588,424 

固定負債   

長期借入金 386,852 278,640 

長期未払金 14,902 18,404 

長期預り保証金 33,200 31,500 

固定負債合計 434,954 328,544 

負債合計 946,215 916,968 

純資産の部   

株主資本   

資本金 268,330 268,330 

資本剰余金 287,225 287,225 

利益剰余金 223,969 224,364 

自己株式 △2,897 － 

株主資本合計 776,626 779,919 

純資産合計 776,626 779,919 

負債純資産合計 1,722,841 1,696,888 



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 2,262,611

売上原価 1,271,888

売上総利益 990,723

販売費及び一般管理費 947,975

営業利益 42,747

営業外収益  

受取利息 452

受取手数料 3,835

その他 2,949

営業外収益合計 7,237

営業外費用  

支払利息 7,547

その他 131

営業外費用合計 7,679

経常利益 42,305

特別利益  

賞与引当金戻入額 942

貸倒引当金戻入額 728

特別利益合計 1,671

特別損失  

固定資産除却損 3,611

特別損失合計 3,611

税引前四半期純利益 40,365

法人税、住民税及び事業税 11,300

過年度法人税等 3,339

法人税等調整額 9,130

法人税等合計 23,770

四半期純利益 16,594


